
協会発表資料 
 

 
 
 

乗車用ヘルメット JIS 解釈の変更に伴う 

ＳＧ基準適合性検査手順の変更について 

 

                             ２０１２年２月１日 

                             財団法人製品安全協会 

 

 日頃より当協会の事業にご理解・ご協力賜りまして誠にありがとうございます。 

 さて、このたび下記の件について２０１２年１月２５日付で日本工業規格Ｔ８１３３：２００７年 

乗車用ヘルメット（以下「ＪＩＳ」と略す。）の手順「付属書Ａ」についての解釈が新たに公表され

ました。（詳細はhttp://www.jsa.or.jp/jiscba/file/iryou03.pdfを参照。）これを受けて当協会では、２

０１２年１月２５日以降の実施分の型式試験及びロット検査からこの解釈に基づく手順により試

験・検査を実施致しておりますのでお知らせいたします。なお、SG登録事業者におかれましては、

社内検査も変更後の手順にてお願い申し上げます。 

 

記 

解 釈 

JIS T8133：2007 の附属書Ａ(規定)において、Ａ．１により人頭模型にヘルメットを装着す

る場合、Ａ．２に記載されている方法でａ）及びｂ）を確認した際、これらの条件が満足しな

い場合として、Ａ．３に記載されている調整を行うとき、次のとおりとする。 

Ａ．３に規定する「ヘルメットを前から後ろにすこし移動させ」の「移動」には下図の矢印

のような「回転」を含むものとする。 

 

※ これにより ECE R22/05 に定める周辺視野試験の手順（Annex 5）と整合しました。 
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